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トビケラウオッチ（第 4 報） 水生昆虫を用いた河川環境の放射性セシウムモニタリング

○上野大介 1、松尾友貴 1、水川葉月 2、稲波修 2、山本久美子 2、苣木洋一 3、長坂洋光 3、水谷太 3、相場
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技術研究開発機構、5福島県立医科大学、6東京農工大学・大学院・農学研究科、7東北大学・大学院医学

系研究科  

【目的】東日本大震災に伴う東電福島第

一原発事故により放出された放射性物質

による環境汚染が長期化している。その

うち河川環境の放射能モニタリングにつ

いては、生物として主に魚類が用いられ

ているが、魚類は流域を広く移動するこ

とからその個体がどの地域の汚染を反映

するのか特定が難しい。このため本研究

では、河川環境を経時的かつ測定点を特

定できる指標生物として、水生昆虫のヒ

ゲナガカワトビゲラ幼生に着目し、「トビ

ケラウオッチ」として河川環境の放射能

モニタリングを継続している。水生昆虫

は固着性のため河川内の移動を考慮する

必要がなく、採取も容易で、年間を通じて

定点採取が可能である。今回は、ヒゲナガ

カワトビケラをもちいた河川環境中にお

ける放射性セシウムの時系列的変化につ

いて報告する。 

【方法】トビケラウオッチを宮城県、福

島県および群馬県の河川で2012年～2017

年に実施し、ヒゲナガカワトビケラ幼生

を採取した。試料は複数個体を混合し、ゲ

ルマニウム半導体検出器を用いて 137Csを

測定した。 

【結果・結論】福島県内および宮城県の河川からヒゲナガカワトビケラ幼生を時系列的に採取して 137Cs

濃度を比較したところ、調査開始時の 2012 年から 2017 年まで継続して検出され続けた（図 1～2）。トビ

ケラから検出された 137Cs 濃度は、宮城県内から採取された試料と比較して福島県内のものから約 10 倍

の濃度で検出された。時系列的調査の結果、いずれの河川でも減少傾向が観察された。今後とも調査を継

続するとともに、トビケラウォッチの手法の確立に向けて解析を進めて行く予定である。 

図 1 ヒゲナガカワトビケラ中 137Cs 濃度の時系列的変動

（福島県内河川） 

図 2 ヒゲナガカワトビケラ中 137Cs 濃度の時系列的変動

（宮城県内河川） 
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